
．はじめに

家畜用飼料貯蔵タンクでは、外気温の変動に伴う

タンク内部の温湿度変化によって、飼料表面の結露

やカビの発生に起因する飼料の変敗（変質したり、

腐ったりすること）が重要な問題になっています。

一般に、飼料に添加されるプロピオン酸カルシウム

（ ）などの防カビ効果は、飼料タンク内の温

湿度環境に依存し変化するため、再現性と安定性に

優れた飼料貯蔵技術の開発が期待されています。こ

こでは、農業分野における道産天然多孔質無機材料

を用いた調湿環境制御技術の開発を目的として、野

外飼料タンク試験と室内調湿環境試験を行い、得ら

れた知見についてご紹介します。

．実験方法

野外飼料タンク試験は、小型飼料タンクに、 飼

料、 飼料 調湿材、 飼料（断熱処理）、 飼料

調湿材（断熱処理）を入れた 種類の条件で、タ

ンク内の温湿度と飼料品温の経時変化を測定しまし

た。各種タンクへの充填量は、飼料 、調湿材

としました。室内調湿環境試験は、所定の温

湿度に制御した恒温恒湿槽内で、容器内に、 飼料、

飼料 、 飼料 調湿材を入れた

種類の条件で、容器内の温湿度測定と飼料表面組

織の観察を行いました。容器内の充填組成は、飼料

、 、調湿材 としました。

．実験結果

上記試験から以下のことが明らかになりました。

）飼料変敗の要因となるタンク内の温湿度条件を

定量的に把握し、飼料変敗のメカニズムを解明し

ました。

）飼料の温度上昇速度は、調湿効果とタンクの断

熱処理により抑制することができました。

）防カビ剤が効果的に作用する湿度環境は、調湿

材により制御することができました。

）飼料のカビ発生防止効果は、防カビ剤と調湿材

の相互作用により、著しく改善されました。

）調湿機能を利用した農業用貯蔵システムの有効

性が示唆されました。

．おわりに

カビの発生防止技術には、温湿度環境制御の他、

飼料組成、防カビ剤の種類と量およびタンク構造の

設計などの総合的な検討が必要です。今後は、これ

らの結果を野外試験へフィードバックし、実用的な

調湿環境を設計すると共に、このような調湿環境制

御技術を農業、工業、水産業などへ応用展開したい

と考えています。
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